
 

 

海洋ゴミを海に行かずに減らす方法とは 

 

 宮城県仙台第三高等学校 ９班 

 

私たちは先行研究調査より、現在日本の様々な湖や沼が特にプラスチックゴミによって汚染さ

れていること、そして海洋ゴミの約 7割はプラスチックゴミが湖や沼、川から流入したものだ

という事実を知り、将来の世代に対し安全で美しい海を残すために、そして SDGsを達成する

ためにプラスチックゴミを減らす方法について調査を行った。結果として、ゴミ拾いは海洋ゴ

ミ問題に対し、有効な手段であるということがわかったものの、既に海へと流れてしまったも

のに対しては有効ではないので、既に海に存在するゴミを減らす方法についても探求する必要

がある。 
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Ⅰ．はじめに

 海洋ゴミ問題は今や気候変動と並ぶ環境問題

として扱われている。その中でも特に問題視さ

れているのは、プラスチックゴミである。そし

てこのプラスチックゴミの中でも、微細化した

マイクロプラスチックは今現在、世界中で悪影

響を及ぼしている。プラスチックはそもそも自

然界では分解されにくく、数十年にもわたって

海の中に留まるので年月が経つにすれ風化し、

マイクロプラスチックという微細な断片にな

る。これらは海流に乗って全世界に広がり、海

洋生物の生息地を汚染し、さらには海洋生物が

誤飲してしまうことを引き起こす。誤飲してし

まうと生物の生存能力に悪影響を及ぼし、最悪

の場合死んでしまうこともある。また、我々も

食物を通してマイクロプラスチックを接種して

しまう危険性があり、接種してしまうとガンに

なるリスクが高まったり、免疫機能が低下する

可能性があると言われている。 

 海洋ゴミ問題は、SDGsの 2030年までに達成

すべき 17の目標の一つに選ばれている。また、

現在は、新型コロナウイルスの影響でデリバリ

ーやテイクアウトが増え、食品容器包装として

やマスクや医療用手袋などといった医療用品と

してプラスチックが消費され、プラスチックゴ

ミが増えている現状であり、それにしたがい海

洋ゴミも増えている。そこで私たちはどうすれ

ば海洋ゴミを減らすのかを考え、湖沼のゴミを

拾うことで海へ流れ出るのを防ぎ、間接的に海

洋ゴミを減らせると考え、実験を行うことにし

た。 

 

Ⅱ．研究方法 

 湖沼にはどれくらいゴミが落ちているのかを

知るために蛍沼にて調査を行った。 

ⅰ）沼について 

 今回、私たちは母校である仙台三高の近くに

ある蛍沼にて調査を行った。蛍沼は周りが高台

で囲まれており、蛍沼はその谷に当たる部分に

あるという地形的特徴がある。下の図１は蛍沼

とその周辺についての地理的関係についての図

である。図 1から見て取れるように、蛍沼のあ

る部分だけくぼんでいることがわかる。また、

蛍沼には複数本の雨水管が設置してあり、住宅

街で溜まった雨水は蛍沼に流れ着くようになっ

ている。このように、蛍沼は高低差に従ってゴ

ミが水とともに流れ込みやすく、近隣の住宅地

や仙台三高からのゴミが溜まりやすい地形とな

っている。 

 



 

 

  図 1 蛍沼とその周辺領域の地理的関係  

ⅱ）調査法について 

 まず 6月に清掃を行い、ゴミを無くした後同

年 10月と 2023年 4月の 2回に分けて調査を行

い、どの種類のゴミがどれほど流れ着いている

のかを調査した。蛍沼には複数本の雨水管が設

置してあるので、今回はそのうちの 1本に絞っ

て調査を行った。なお、蛍沼のゴミを調査する

方法として、沼の水を抜いてゴミを調査する方

法と沼の周辺のゴミを調査する方法があるが、

前者は沼の周辺は滑りやすく、誤って沼に落ち

てしまうなど危険性が高い点、蛍沼は仙台市管

轄の沼なので許可が必要であり、そもそも水が

抜くのが難しい点、雨水管の周りに落ちている

ゴミを調査するだけでも流入量は調査できる点

等をふまえ、後者の方法で調査することにし

た。 

    

    図 2 実際に調査した雨水管 

はじめに、雨水管の周辺に落ちているゴミを拾

い集め、量を量ったのちビニール袋やペットボ

トルなど種類ごとに分け落ちているゴミの特徴

について調査した。つぎに、蛍沼の周辺の住宅

街を歩いてみて道の高低差を調べ、どの範囲ま

での雨水管が蛍沼へと流れ出てく領域なのかを

確認し、国土地理院が提供している地理院地図

で、その面積と蛍沼の面積を算出した。最後

に、私たちが調べた雨水管が占める範囲を求

め、すべての雨水管が占める面積に対する割合

を計算することで全体としてはどの位のゴミの

量があるのかを求めた。 

 

Ⅲ.探究内容 

 蛍沼につながる雨水管が占める全面積と私た

ちが調べた雨水管が占める面積を地理院地図を

用いて求めた（図 3）。なお、蛍沼に流れる街の

全面積を淡赤色部分、調べた雨水管が占める面

積を赤い斜線部分で表している。調べた結果、

蛍沼につながる雨水管が占める全面積は 549,413

平方メートルであり、私たちが調べた雨水管が

占める面積は 63,047平方メートルであった。よ

って、私たちは全体の面積の約 1/9の面積を調べ

たことになる。 

 

   図 3 全面積と調査した面積の範囲 

 つぎに 1回目の調査結果である。図 4は 1回

目の調査においてのゴミの種類と個数につい

て、図 5はゴミの総数に占める割合及びゴミの

総重量についてのグラフである。図 4、図 5より

合計 38個ゴミが落ちており、そのうちビニール

袋が総数の 65.8%を占めていることがわかる。

また、ペットボトルやビニール袋など水に浮く

ゴミ（以下、浮遊ゴミと称す）が全体に占める

割合は 81.6％であり、全体のうち浮遊ゴミが多



 

くを占めていることがわかる。重量に着目する

と、1,755g集まっており 1ヶ月で流れ着いたゴ

ミの量の平均を取ると、438.75gであった。した

がって、全体の面積で見ると蛍沼には 1ヶ月間

で約 3,950gものゴミが流れ着いていることがわ

かった。 

 

種類 個数 

ビニール袋 25 

ペットボトル 6 

缶 5 

ポリタンク 1 

紙ゴミ 1 

合計 38 
  図 4 1回目の調査でのゴミの種類と個数 

 

図 5 1回目でのゴミの種類に占める割合と総重量 

 つぎに、2回目の調査結果である。図 6は 2回

目の調査においてのゴミの種類と個数につい

て、図 7はゴミの総数に占める割合及びゴミの

総重量についてのグラフである。図 6、図 7より

合計 51個のゴミが落ちており、2回目の調査で

はビニール袋が総数の 74.5%を占めており、1回

目の調査よりも約 10%増加していることがわか

る。また、浮遊ゴミが全体に占める割合は

86.3％であり、1回目同様、かなり高い割合を占

めていることがわかる。重量に着目すると、2回

目は 2,608g集まっており 1ヶ月で流れ着いたゴ

ミの量の平均は約 434.67gであった。よって、

全体の面積では蛍沼には 1ヶ月間で約 3,912.03g

のゴミが流れ着いていることがわかった。 

 

 

  図 6 ２回目の調査でのゴミの種類と個数 

 

図 7 2回目でのゴミの種類に占める割合と総重量 

 

Ⅳ. 考察 

ⅰ）.ゴミを減らす方法について 

 2回にわたる調査から、蛍沼には毎月約 4kg

もゴミが流れ込んでいることが判明した。その

ゴミの中には、空きビンやアルコール飲料の空

き缶、日用品といった近隣住民のものであろう

ゴミや、なんと三高のロゴの入ったサッカーボ

ールや部活動の備品の空袋などが落ちており、

意外にも三高生自身も環境に悪影響を及ぼして

いることが明らかになった。また、これらの調

査ではどちらとも浮遊ゴミが 80％以上を占めて

いた。しかし、これら浮遊ゴミは比較的回収し

やすいゴミであるため、海や川へと流れ出る前

に拾うことで間接的に海洋ゴミを減らすことが

できる。なので、私たちはゴミ拾いという手段

は陸上のゴミだけでなく、海上のゴミを減らす

アプローチとしても十分有効性があると考え

た。ただし、ビンや金属系のゴミなど水底に沈

んでしまうようなゴミはゴミ拾いだけでは回収



 

できないので、この課題の解決法についても検

討する必要性がある。 

ⅱ）.今後、私たちがするべきことについて 

 今回の調査を通して、探究活動等を通して、

三高生はゴミ問題に対し多少なりとも認知して

いるにも関わらず、ゴミで環境を汚染している

ことが判明した。よって、これからの三高はこ

れまで以上に環境問題に対して考え、三高生自

らが環境問題に対し動くべきだと考える。例え

ば、新たに部活としてボランティア部を作り、

部活動で地域の清掃をしたり、啓蒙のためのポ

スター作成や小中学校に赴いて講話することで

街を清潔に保ったり、ゴミ問題に対する意識を

向上させ、持続可能な社会を実現することがで

きると思う。また、そもそもゴミを出さないこ

とも重要であるため、三高内でも細かなリサイ

クルのルールの制定やリサイクルの仕方を教え

ることで身近な部分からゴミ問題解決に近づけ

るのだと思う。 

 

Ⅴ. まとめ 

 今回の調査を通してゴミ拾いは海洋ゴミに対

して有効的な対策の一つということが示され

た。しかし、ゴミ拾いを定期的に行うことは困

難であり、それを全国的にするのなら、なおの

こと困難であろう。しかし、海洋ゴミへ流出す

るプラスチックゴミの削減に取り組むことは、

安全で美しい海を将来の世代に残すために非常 

に重要である。加えて、SDGsの達成のために

も、ゴミ拾いは不可欠である。そこで、機械を

導入することで解決できるのではないだろう

か。既にオーストラリアやヨーロッパでは

Seabinと呼ばれる機械を使って浮遊ゴミを回収

する取り組みがなされている。Seabinとは水中

ポンプによって水が吸い込まれ、その水ととも

に集まったゴミを機械の中にあるキャッチバッ

グと呼ばれる部分にため、水だけを外に吐き出

すことでゴミを回収することができるものであ

る。オーストラリアではかつて、シドニー港や

ブリスベン川の河口付近でのゴミによる生態系

の破壊や、景観を損なってしまうという状況に

陥っていたが、Seabinを設置したことで今で

は、きれいな水が取り戻されている。このよう

な機械をゴミ問題に対し非常に有望な手段であ

り、これらを使うことでゴミを常に回収し、浄

化できると考える。また、大事なのは、国や市

町村が主体となってゴミ問題に対しての意識を

高めるために環境教育や啓発活動を初等、中等

教育で取り組むべきである。それらの活動によ

って多くの人々に現状のゴミ問題の重大性を知

り、動くことができれば、これからの日本でも

美しい大海原を見ることができるだろう。 
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